
 

  

パン  

★毎週月曜日 (変更することもあります) 

★小麦粉使用量 通常：８０ｇ  小型：６０ｇ 

★パンの種類  食パン・黒糖パン・味付けパン・バターパン・ミルクパンなど 

★小麦粉は１等粉を使用し、うち京都府産を２０％含んでいます。 

きな粉揚げパンなどの揚げパンは、給食センターで揚げて作ります。 

ごはん  

★週４回 精白米使用量 １００ｇ 

★お米は城陽市産・山城産「ヒノヒカリ」を使用しています。 

★「麦ごはん」の日は、麦を１０％含んでいます。 

牛乳   

 ★毎日 1 本（２００ｍｌ 紙パック入り ストローを使って飲みます） 

 ★ アレルギーなどで牛乳を飲用しない生徒については学校長宛に飲用牛乳の 

辞退を申請し、学校長が必要と認めた場合は牛乳を停止できます。 

おかず   

  ★献立は給食センターで作成した原案をもとに、学校給食センター運営委員会の 

献立部会で決定されます。 

 

★牛肉はＢＳＥ検査済み証明書付きのものを使用しています。 

鶏肉は産地証明書付きのものを使用しています。 

 

 

 

 

 

 

 

★毎月、給食で使用する加工食品の原料名と、その配合割合表を記載した 

「原料配合割合表」を希望者に配布しています。担任の先生までお申し出ください。 

令和４年（2022 年） ４月 

城陽市立学校給食センター 中学校

  

できるかぎり素材から 

調理しています 

安心・安全な物資を

使用しています 

旬の食材や、城陽産の 

食材を使用しています 

食中毒予防に気をつけて、

温度管理しています 

卵およびエビアレルギー 

対応給食を実施しています 

ご入学、ご進級おめでとうございます。新入生のみなさんは新しい学校の始まりに、在

校生のみなさんは学年が一つ上がり心機一転、やる気に満ちていることと思います。 

給食センターでは、成長期にあるみなさんの心と体の健康や発達のため、旬の食材を取

り入れ、栄養のバランスを考えて給食を作っています。今年度もおいしく楽しい給食をお

届けできるよう、愛情を込めて給食作りに取り組みます！一年間よろしくお願いします。 

 

１ 適切な栄養の摂取による健康の保持増進を図ること。 

２ 日常生活における食事について正しい理解を深め、健全な食生活を営む 

ことができる判断力を培い、及び望ましい食習慣を養うこと。 

３ 学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協同の精神を養うこと。 

４ 食生活が自然の恩恵の上に成り立つものであることについての理解を深め、

生命及び自然を尊重する精神並びに環境の保全に寄与する態度を養うこと。 

５ 食生活が、食にかかわる人々の様々な活動に支えられていることについての

理解を深め、勤労を重んずる態度を養うこと。 

６ 我が国や各地域の優れた伝統的な食文化についての理解を深めること。 

７ 食料の生産、流通及び消費について、正しい理解に導くこと。 

＊インターネットのホームページに「予定献立表」「給食センターだより」、 

日々提供している給食の写真の掲載をしています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    宮崎県
みやざきけん

：からいも汁
じる

 

からいもとはさつまいものことです。

さつまいもはその昔
むかし

中国
ちゅうごく

（唐
とう

）から伝
つた

わってきたので、宮崎県
みやざきけん

や九 州
きゅうしゅう

地方
ち ほ う

で

は、唐
から

いもと呼
よ

ばれているそうです。 

沖縄県
おきなわけん

： 

ゴーヤチャンプルー 

チャンプルーとは沖縄
おきなわ

の

方言
ほうげん

で、ごちゃまぜという

意
い

味
み

があります。色々
いろいろ

な

食
しょく

材
ざい

を炒
いた

めた料
りょう

理
り

です。 

◇ 所
しょ

長
ちょう

…薗田
そ の だ

 ◇ 課長
かちょう

補佐
ほ さ

…井
い

ノ上
の う え

  ◇ 主
しゅ

 任
にん

…澤畑
さわはた

 

◇ 事
じ

 務
む

…寺
てら

井
い

 ◇ 栄
えい

養
よう

士
し

（食
しょく

物
もつ

アレルギー担
たん

当
とう

）…橋
はし

本
もと

 

 

◇ 栄
えい

養
よう

教
きょう

諭
ゆ

（献
こん

立
だて

立
りつ

案
あん

や発
はっ

注
ちゅう

、食
しょく

に関
かん

する指
し

導
どう

を行
おこな

います） 

      …角
かど

林
ばやし

（城陽
じょうよう

中学校
ちゅうがっこう

所属
しょぞく

）、中
なか

（富野
と の

小学校
しょうがっこう

所属
しょぞく

） 

    松
まつ

 野
の

（寺田南
てらだみなみ

小学校
しょうがっこう

所属
しょぞく

） 
  

★調
ちょう

理
り

及
およ

び配
はい

送
そう

業
ぎょう

務
む

は外
がい

部
ぶ

委
い

託
たく

しています。（一
いち

冨
ふ

士
じ

フードサービス株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

） 

◇ 調理員
ちょうりいん

…５１名
めい

   ◇ 配送
はいそう

… １３名
めい

  ◇ ボイラー担当
たんとう

…１名 

    岐阜県
ぎ ふ け ん

：こぶ汁
じる

 

こぶ汁
じる

は、名前
な ま え

に汁
しる

と付
つ

きますが、汁物
しるもの

で

はなく、根菜
こんさい

と糸
いと

昆布
こ ん ぶ

が入
はい

った煮物
に も の

です。 

マスクは、「いただきます」の

あいさつの後
あと

に外
はず

し、マスク入
い

れなどにしまい 

ましょう。 

  福
ふく

井
い

県
けん

：打
う

ち豆
まめ

豚
とん

汁
じる

 

打
う

ち豆
まめ

は、大
だい

豆
ず

を石
いし

うすのう

えでつぶし、乾
かん

燥
そう

させたもので

す。雪
ゆき

の多
おお

い福
ふく

井
い

県
けん

で、収
しゅう

穫
かく

し

た食
しょく

材
ざい

を上
じょう

手
ず

に活
かつ

用
よう

する工
く

夫
ふう

から生
う

まれたのが打
う

ち豆
まめ

です。 

   愛知県
あいちけん

：みそカツ 

愛知県
あいちけん

は八丁
はっちょう

味噌
み そ

が

有名
ゆうめい

です。その八丁
はっちょう

味噌
み そ

を

ベースにしたタレをカツに

かけた名古屋
な ご や

飯
めし

です。 

今
こん

年
ねん

度
ど

も、安心
あんしん

・安全
あんぜん

はもとより、子
こ

どもたちが楽
たの

しみにしてくれるような 

おいしい給食作
きゅうしょくづく

りに努
つと

めていきたいと思います。よろしくお願いします。 

 

今年度
こんねんど

は、「日本味
にほんあじ

めぐり～日本
に ほ ん

各地
か く ち

の郷土
きょうど

料理
りょうり

を味
あじ

わおう～」をテーマに、１年
ねん

を通
とお

して、日本
に ほ ん

各地
か く ち

の郷土
きょうど

料理
りょうり

を継続的
けいぞくてき

に提供
ていきょう

していきます。郷土
きょうど

料理
りょうり

が生
う

まれ

たその地域
ち い き

の風土
ふ う ど

や食
しょく

文化
ぶ ん か

を知
し

るきっかけになることを期待
き た い

します。 

また、新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

が予断
よ だ ん

を許
ゆる

さない状 況
じょうきょう

が未
いま

だ続
つづ

く中
なか

、日本
に ほ ん

各地
か く ち

の郷土
きょうど

料理
りょうり

を食
た

べて少
すこ

しでもその土地
と ち

へ行
い

った気分
き ぶ ん

を味
あじ

わって欲
ほ

しいという

願
ねが

いも込
こ

めています。 

 

教
きょう

室内
しつない

の換気
かんき

、 机
つくえ

の上
うえ

の

片付
かたづ

けなど、食事
しょくじ

の環 境
かんきょう

を

整
ととの

えましょう。 

 

給 食
きゅうしょく

の前後
ぜんご

に、せっけんで

きれいに手
て

を 

洗
あら

いましょう。 

 

給 食
きゅうしょく

当番
とうばん

は

必
かなら

ず健康
けんこう

 

チェックをし、

きちんと 

身
み

じたくを 

整
ととの

えましょう。 

 

姿勢
しせい

よく、前
まえ

を向
む

いて

静
しず

かに 

食
た

べましょう。 

 

食
た

べているときは、しゃべったり

立
た

ち歩
ある

いたりしないように 

しましょう。 

 


